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　神の恵みと導きにより、ＪＬＥＲの救
援活動が多くの方々の支援により、実り
ある働きができていることを主イエス・
キリストに感謝いたします。８月の対策
本部会議では、以下の「ルーテル教会救
援活動計画」を作成しました。そこでは
救援事業の長期化が予想される中で、
救援活動の最大期間を 2011 年 3 月
から2014年 3月と定めました。さらに、
JLERの組織に関しては、発足の趣旨を
尊重し、日本のルーテル4教会の共同事
業として、今後も JLER の活動が存続する
限り、組織的継続を一致して図っていくこと
を４議長会で相互に確認しました。

「ルーテル教会救援活動計画」
●目的
!「キリストにおける愛の奉仕」の業に
基づき、東日本大震災で被害を受けた
被災者の復旧・復興のために可能な限
りの多角的な救援活動をルーテル４教
会の共同事業として取り組む。

"霊 的にも、心理的にも、身体的にも苦
しんでいる被災された人々に深く関わ
り、その生命の声を聞き取り、「希望と喜
び」の内に共に生きる道を見出すため
の必要な支援を行うことは神の憐れみ
の宣教そのものであり、これに参画する
召しが神の民に呼び求められている。

# 日本のルーテル教会の宣教力を結集
した支援事業である「ルーテル教会救
援」活動は、日本国内だけでなく、LWF
を中心に世界のルーテル教会・団体と
強く結びつき、知恵と支援を得つつ、開
かれた救援活動として可能な限り長期
的に取り組むこととする。

●期間・予算
事業期間：2011 年 3 月から2014 年
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現地からの報告
　　　　　　
　　　　　　　スタッフ　佐藤文敬

3月11日から5か月、私が仙台に常
駐し始めて 4 か月が過ぎました。一時
の反射運動のような支援活動はほぼ落
ち着き、仮設住宅への入居も 9 月中に
は完了しそうです。それは同時に、被災
者が「被災者」としてまとまっていた緊
急時が過ぎ、いよいよ難しい段階に入っ
てきたことを意味します。
　いったい何が難しいのか？ 1 つには
被災状況が多様であることがあります。
被災者と一口に言っても被災状況はさ
まざまです。家も家族も仕事場も流され
た人 もいれば、家と家族を失ったけども
仕事はあるという人がいます。また家も
家族も無事だったけど仕事場を流され
たという人がいます。被災しても財力が
ある人は既に新しい家を建てたという
話がある一方で、仮設住宅になかなか
当選せず、避難所暮らしが 6ヵ月目に
突入した人もいます。仮設住宅に入居で
きたものの収入の目処が立たないため
生活費を切り詰めざるを得ず、物資の
面では避難所にいる時よりもきつい状
況で暮らしている人もいます。さらには
家の形は残ったものの自宅の 1 階が津
波に破壊され、2階で卓上用コンロで煮
炊きをしながら暮らしている人もいます。
　難しさの 2 つ目には震災被害によっ
て生み出された問題だけでなく、震災以
前からそれぞれが抱えていた問題も一
緒に対応していかなければならないこ
とがあります。たとえば人口の減少と高
齢化の進行は前々から各地で進んでい
ましたが、今回の震災でそれに拍車が
かかりました。新聞報道によれば、私た
ちが活動している石巻市では 7844 人
減、気仙沼市では 3406 人減となって
います。地元の人に聞くと、転出してい
る人たちの多くは若い世代だそうです。
これからの支援ではこうした問題にも配
慮が必要になってきます。
先が見えない中、それぞれの人がそ

れぞれの問題を抱えながらもなんとか

●Areas of Operation and Content
Main Regions for Relief Project:
Miyagi Prefecture: Higashi-Masushima 
City, Ishinomaki City, and Kesennuma City
First Stage: From March to Septem-
ber, 2011.

Main activities: 1. Support and Distri-
bution of urgent support goods (food, 
material, and Human Resource 

relationships, etc.)
2. Development of Various Volunteer 
Sending program
 3. Formation and Development of 
reliability and cooperation with disas-
ter areas
Second Stage: From September 2011 
to December, 2012.

Expected activities:
1.Necessary support for Temporary 
Housing locations
2.Assistance to "Community Centers" 
that will be formed in regional areas
3.Development of a multiple purpose 
Volunteer Sending program 
4.Disaster Prevention Education 
Program in preparation for the
 secondary disasters

現地からの報告　
　　　　　　　　
　　　　　　　　スタッフ　遠藤優子
　　　
　私たち現地のスタッフにとって、心強
い存在は日本内外から駆けつけてくだ
さるボランティアの皆さんです。海外から
は台湾、フィンランド、スウェーデン、オー
ストリア、イギリス、アメリカからいらして
くださいました。焼きつけるような太陽
の下、田んぼの瓦礫を拾い、個人宅の除
草をし、住宅地等の側溝の清掃をしてく
ださっています。
　JLER のボランティア活動の柱の一つ
に石巻災害ボランティアセンター（石巻
災ボラ）の支援があげられます。主に石
巻災ボラの受付にボランティアスタッフ
を派遣し、毎日100 名～ 1000 名のボ
ランティアの対応を行っています。全国
から集まってくださったルーテル教会の
牧師先生、信徒の皆様のご協力の下、石
巻災ボラの受付業務を継続し、今では
チーフとして受付を任されるまでになっ
ています。黒子的な目立たない役割で
はありますが、より多くのボランティアの
皆さんを石巻で助け手を必要となさっ
ていらっしゃる方々に派遣するために石
巻災ボラを支えていくことはとても重要
な働きであると考えています。
　また、震災当初はまったくつながりの
なかった石巻の地でも、受付での働きを
通してたくさんの地元の方々、ボラン
ティアの皆さんと出会うことができ、一つ
一つの出会いが今の私たちの活動につ
ながっています。ルーテル長期ボラン
ティアの長谷川響さん（写真右）は石巻
災ボラの資材班のリーダーとして 4ヶ月
ご奉仕してくださいました。1日も休むこ
となく活動してくださった献身的な長谷
川さんの働きに大変感謝しております。
　活動を始めてからの 3ヶ月間は、被
災地にJLER のボランティア宿泊施設が
なかったため、毎日仙台教会から車で各
ボランティア活動場所まで何時間もか
けて移動する日々が続きました。しかし、
地元の方々のご好意により、ついに気仙
沼と石巻に宿泊施設を確保することが
出来ました。石巻では地元の方のご協
力の下、北上町の本地生活センターと
いう公民館をお借りしております。こちら
をボランティアベースとして利用させて
いただけるようになって、石巻での活動
に幅が出てまいりました。
　河北町にある避難所”　ビックバン”で
ご奉仕してくださっていた伊藤牧師は、
現在は避難所から仮設住宅に移られた
方々の家庭訪問を通して、全国の方々
からお送りいただいた「おすそわけプロ
ジェクト」の食料品・生活用品をお届け
くださっています。また、河北町・北上町
内で地元の方々と関係作りを進めてくだ
さっています。
　また、石巻市北上支所の依頼を受け、

Mr. Hibiki Hasegawa
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ボランティア支援センター「となりび
と」が仙台教会に設置され、４ヶ月にな
りました。これまでに 200 名以上のボラ
ンティアが訪れました。センターから派
遣された活動はのべ 800 箇所になりま
す。リピーターも多く、海外からは、アメ
リカ、フィンランド、台湾、オーストリアか
らの参加もありました。
ボランティア活動は、朝 5 時の起床
からはじまります。出発は 6 時。牧師の
祝福と祈りに送られて現場にむかいま
す。石巻、東松島、気仙沼等を活動拠点
とするルーテル支援は、仙台から 3 時
間以上をかけて現場に向かいます。4
月の頃は、ボランティア渋滞とよばれる
現象がおき、行き帰りに 6 時間を費や
していました。私たちの教会拠点が仙台
であったこともあり、ボランティアは毎日
過酷な道を通いつづけました。
働きとしては、石巻災害ボランティア

センターの受付を石巻社協からまかさ
れて続けてきました。また、石巻市の被
災住居の泥出し、家具移動、庭清掃に参
加。ヘドロにまみれながら、異臭漂う所
で昼食をとる作業を地道に行いました。
東松島ではデイケアセンター「すみちゃ
んの家」を支援、再開まであらゆる作業
を行いました。特に花壇作り、食器洗
い、大工仕事を行いました。6月には復
興祭がおこなわれ、これまでの活動に
感謝されました。また宮戸島では漁協海
苔工場の清掃等を行うことができまし
た。
ルーテルボラの特徴は「なんでもす

る」です。仮設支援としては鮎川地区に
花植え、河北地区におすそわけ、避難所
に人を派遣、仮設訪問、３回のボラン
ティアバスパックなど。必要とされるとこ
ろに、必要な物資と人を届けてきまし
た。専従スタッフの細かな訪問と配慮も
あり、いつしか「ルーテルさん」と呼ばれ
るまでになりました。「ルーテルさんは
きっと来てくれる」「ルーテルさんは一緒
にいてくれる」「ルーテルさんは約束を
まもってくれる」。この被災者からの声
が、これまでの活動の証しです。

　 Four months have passed since 
volunteers have been sent to the 
“Tonaribito” Support Center set up at 
Sendai Church. Over 200 volunteers 

ボランティア派遣プログラム
現地派遣牧師　立野泰博
Volunteer Sending Program  
Field Sending Pastor    Yasuhiro Tateno
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介護老人保健施設
リバーサイド春圃
　主任　吉田真一郎

これまで、多くのご支援をいただきまし
た、ルーテル教会の皆様に心より感謝
いたします。リバーサイド春圃に介護ボ
ランティアのご支援をいただきましたの
は、まだ気仙沼市内に山積みとなった
瓦礫が残る５月１２日からでした。これ
まで介護ボランティアの派遣や受け入
れ実績のない私たちにとって、手探り状
態の受け入れでした。ご支援をいただく
中で、当時１０名ほどの利用者には久
し振りの交流の機会となっていることを
感じました。それは静岡、長野、大阪、東
京出身の介護ボランティアの皆様と気
仙沼弁（訛り）の交流は利用者の被災前
の笑顔を生むこととなりました。利用者
の楽しむ表情、交代時や支援終了後の
惜しむ表情は今でも忘れません。利用
者にとって触れ合うことが一番の支援
であることを感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　     
Nursing Old People Health Service 
Ribaside-syunho
Chief Shinichiro Yoshida  

　I wish sincerely to express my 
gratitude to the Lutheran church that 
has gotten a lot of support up to now. 
It was from May 12th to get the 
nursing volunteer's support for our 
Ribaside-syunho when small stones 
and splinters of destroyed building 
remained in the Kesennuma city. At 
that time, we did not have the pro-
gram of the nursing volunteer's send-
ing and the acceptance. We were 
puzzled over. Fortunately, it became 
the chance of valuable fellowship to 
abou t  t en  peop le  th rough  the  
support . The exchange of the Kesen-
numa dialect (spoke with a local 
accent) with the nursing volunteers 
from Shizuoka, Nagano, Osaka, and 
Tokyo, especially, became a chance 
to give the smile to people. We have 
the deep impression that the people 
enjoyed and regretted the separation 
after the support had temporarily 
ended. I feel that the best support for 
people is to have close relationship.
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